
尾道市立向東小学校

改善計画

7月 1月

（１）授業改善
①思考力，活用力の育成を目指した対話的な授
業づくり
②課題や実態に応じた手立ての工夫
➂研究授業の実施

74.1% 84.20% 94% B

【結果】目標には達していないが，肯
定的に評価する児童の割合と教職員の
割合の平均の達成値は向上してきてい
る。対話をする際に役割分担を行った
ことが良い影響を与えていると考えら
れる。

【課題】自分の考えを話すことができ
るは増えてきているが，そこから自分
の考えを深めたり広げたりするまでは
十分には至っていない。グループ編成
に配慮する必要もある。
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・質的な変容についての課題がある。・役割分担を意識して対話をするこ
とで、聞くことの集中力がアップし伝える力の育成につながっている。質
の向上を測る指標の模索も始めるとよい。・自分の考えを伝えていく力を
つけるとより考えを深めたり、広げたりできる。・授業参観を見ていて、
グループになって話し合っている時の子どもたちの表情がとても生き生き
としていて、楽しんでいる様子が感じられた。自分の考えを深めることや
広げることに関しては、学年ごとに到達目標を設定し、中学校までの９年
間を通して考えるのはどうだろうか。・学年によっては、授業の中で発言
した内容を担任がある程度まとめて、みんなに返すことで、次に何を発言
したらいいのかという要点がしぼれるのではないか。個々への対応がして
もらえると聴く力・考えをまとめる力・発言する力がついてくるのではな
いか。・できれば児童と教職員を分けて評価した方が今後より正確な評価
と解析ができると思う。・小学校の段階で「対話的」であるという目標を
扱うにあたってどこを着地点とするのか、（学年ごとに細やかな設定が必
要であるが）もう一度原点にかえり、カタチを超えて本当に対話する態度
が根付くことについて議論し始めているという校長先生の熱意と、本気で
向かう姿勢に信頼感を感じた。

役割分担をすることで，児童の対話に対す
る自己評価は上がってきている。今後は，
発達段階に応じて目標を設定していくこと
で，系統的に指導を積み上げていくことが
できるようにする。

・児童アンケート「友達と関わっ
て学習したり活動したりするのは
楽しい」の項目で肯定的に答えた
児童の割合

95% 95.4% 97.0% 102%

・アセスにおける友人サポートと
向社会的スキルの値

６０ｐｔ 60.8pt 60.95pt 101%

（２）自律できる児童の育成
①各学級における生活目標達成の手立てを共有
②掃除や係活動の充実

・毎月の児童会目標の達成率 88% 83.2% 85.5% 97.0% B

【結果】児童会目標の達成は，「挨拶をす
る」や「廊下は右側を歩く」など各学級で
自己評価できる具体的な目標に設定したこ
とで達成率は2.3％上昇した。
【課題】「みんなが意見を出し合い、より
良い学校を作る」ことを目標にした。より
良い学校作りにひとり一人の児童が参画し
ているという実感によって，自己有用感を
さらに高めることをねらう。
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児童自らが目標設定することは，大変よい取り組みである。児童
が考えるより良い学校とは，どのようなイメージなのかを知りた
い。・児童会や高学年を中心にあるべき学校の姿を考えさせ、そ
の中から具体的な到達目標の一つにしてもよい。・目標を具体的
にしていくことが大切。・「自分の意見が受け入れられた」
「やってよかった」という実感がもてるような目標設定が大切な
のではないか。・児童会の活動がより主体的なものになり、一人
一人が課題意識と目標を持って取り組むことができれば、きっと
考える力も鍛えられるのだと思う。もしその活動で原資が必要で
あれば個人的意見ではあるがPTA会費も活用すればいいのではな
いか。

児童・教職員が「より良い学校をみんなで
作ろう」を基本にして，校内の目標を児童
会が設定する。具体的な行動目標を発達段
階に応じて学年や学級で設定していく。評
価指標を「友達や学校のために行動するこ
とができた」とし，学校の一員としての自
覚と自己有用感を持たせたい。

（３）異学年での運動遊びが楽しいと思える機会の
創出
①体育委員会・児童会の運動遊びの企画・実施
②教員主催の体力向上を意識させる運動遊び企画・
実施
③外遊び週間の設定
④集団遊びができる器具の整備
⑤校舎内外でもできる集団遊びの紹介
⑥職員研修

○児童アンケート
「他の学年の人や男女関係なく遊
ぶのは楽しい」と答える児童の割
合

85% 84.7% 87.4% 103% Ａ

【結果】　「他の学年の人や男女関係なく遊ぶのは
楽しい」と答える児童の割合は87.4％で，前回と比
べ2.7ポイント上昇した。
【課題】　気候変動の影響で，外で遊ぶことのでき
ない日があった。その中で少しでも，体を動かして
関わり合える工夫をしていく必要がある。また，季
節に応じた，関わり合える取組を教員及び児童から
の企画を実施したい。
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・高温な気候が続くようであれば，児童の遊び場の確保が必要かもしれな
い。・高校へ進学した卒業生が、向東は男女関係なくいい関係を築いてい
ると聞いたことがある。遊び、学びを通じて結びつきを強くしていただき
たい。・外でも屋内でも友達と関わって遊ぶことの楽しさを実感できてい
る。・体育館での遊びもある。教職員やPTAを巻き込んで体を動かす楽し
さを共有し、そこから信頼関係の構築や会話が広がっていってほしい。・
児童会のなかで企画した行事や、小中連携した行事等で子どもたちが楽し
めるものがたくさんあったのではないか。・開催時間の検討や、どこかで
「外遊び」に以外の方法で「共感的人間関係の中で健康的な心と体を育て
る」やり方がないかを考える必要が出てくる時代なのかもしれない。・小
学校前を通ると生き生きと遊ぶこどもたちの姿に大変活気を感じて地域も
明るくなる。こどもたちの未来にとっても、様々な人と遊ぶことが楽しい
と感じる児童の増加は素晴らしいことと感じる。

短期経営目標の「共感的人間関係の中で健康な
心と体を育てる」をベースに，取組を推進した
結果，児童の体力向上に寄与したと考えてい
る。一定の成果はみられたが，楽しんで身体活
動をするのと同時に，お互いの信頼関係や高め
合いも意識しながら活動の質を上げていきたい
と考えている。

（２）学校の取組に係る保護者・地域への発信
①学校便り・HP
②CS便り
③学級懇談会・入学説明会等

○保護者アンケート
「学校は，学校行事や授業で地域
の人材を積極的に活用している」
の項目で肯定的な評価の割合

80% 90.8% 93.9% 117% Ａ

【結果】199件の家庭から回答を頂いた。そ
う思う(121）ややそう思う(66）あまりそう
思わない(2)そう思わない(3）分からない(7）
となった。保護者のコメント欄には、「子供達
のためにありがとうございます。」といった感
謝の気持ちが多く見られた。また、ボランティ
アの方にアンケートのコメントをお伝えしたと
ころ、喜んで頂けた。
【課題】情報を連絡アプリで公開する際の情報
セキュリティーにおいて、二重チェックを行う
など体制をしっかりと整備する必要がある。
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・ボランティアに参加された方へ感謝をお伝えするなど，双方向
の関わりにしようとしていることが素晴らしい。・定期的な学校
情報の発信で学校の取組みに関する理解は深まっている。・学校
から提供された情報等をもとに、家庭内での対話が活性化してい
るかも気になる。・手書きのアンケートより、コドモンでのアン
ケートの方が手軽に答えられていいと思う。・ボランティアへの
コメントはとてもありがたい。・アンケートに回答されない保護
者が多いことも事実であるので、コニュニティースクールの取り
組み改善のためにも回答いただく必要性をアピールした方が良い
ように思える。・学校がこどもたちと地域の協力者の心のかけは
しとなり、お互いの思いを伝え合う機会を創出していることで、
児童や保護者からの感謝の気持ちがより強くなったり、地域の
方々が協力しようとするモチベーションにもつながっていると感
じる。

地域ボランティアの方々が、子供達のため
に活動していることを保護者とともに再確
認することができた。また、保護者からの
メッセージをボランティアの方々にお伝え
することで、両者の架け橋となることがで
きた。情報管理や配信方法に十分に留意し
ながら、継続した取組を進めていきたい。

　

学校と地域の
協働の向上

国語科　96.9%

算数科　92.6%

（１）地域の特色を生かした授業や地域とつな
がる授業の実施
①各学年が設定した学びの場
　（生活科・総合的な学習の時間等）
②地域へ出かけての学習
③ゲストティーチャーを招聘しての授業

○児童アンケート
「地域のことが好き」と答え
る児童の割合

○児童アンケート
「地域のために活動した」と
答える児童の割合

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 g
達成
値

f
目
標
値

対話的な授業づくりによる
学力の向上

主体的に学び続
ける児童の育成

（２）言葉の力の育成
①書く力の育成
・向東小テストを活用した記述問題の指導
・日記，作文の指導
②読む力の育成
・意味調べ，音読の充実
・読書活動の推進

共感的人間関係の中で

健康な心と体を育てる

g
達成
値

a 　ミッション

「確かな学力と豊かな心を持ち，たくましく生きる児童の育成」

コミュニティ・スクールを基盤とした
「向東の対話」を活かした深い学びの創造 a 　ビジョン 「学校と地域が協働し，子供の未来を拓く学校」

心身ともに成長
しようとする児
童の育成

ハ
e 評価指標 j 結果と課題の説明

i
評
価

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

○対話に関する児童アンケート
『授業では，「むかいひがし」を
使って友達と話し合うなどして，
自分の考えを深めたり，広げたり
している。』という項目で肯定的
な評価の児童と教職員の割合の平
均

単元末テストにおける平均正答率
（％）
　　1年　国85　算85
　　2年　国85　算85
　　3年　国80　算80
　　4年　国80　算80
　　5年　国80　算80
　　6年　国80　算80

学力調査における平均正答率
12月の標準学力調査における平
均正答率（％）

90%

100％

全国平
均以上

85%

学
力
の
向
上

（１）自己肯定感を感じる学校集団づくり
①仲間作りを意識した構成的グループエンカウ
ンターとソーシャルスキルトレーニングの実施
②児童の不安や悩みを早期発見する体制の充実
③仲間との関わりを生み出す機会の確保

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

91%

78.5％

地域と共に育つ
児童の育成

生
徒
指
導
の
充
実

国語科・算数科ともに問題把握に時間がか
かっていることに課題がある。そのため，
国語科では，引き続き読書活動を推進する
など，言葉の力の育成を行っていく。算数
科では，見通しをもたせる場面で，丁寧に
指導を行うことで，問題把握の仕方を指導
していく。Ａ

【結果】国語科も算数科も，全国平均
以上の正答率だった。対話に取り組ん
だことで，自分の考えを論理的に説明
したり，図や言葉，式を使って説明し
たりする力がついてきていると考えら
れる。

【課題】国語科も算数科も，短時間で
長文を読み，内容を正しく理解するこ
とに課題がある。

国語科
100.5%

算数科
104.4%

・国語と算数の学力調査から学年別の差がある。6年
間を通じて向上してほしい。・素晴らしい成果だと思
う。学びあいを大切にし、他人に指導（教える）ため
にどうすれば理解してもらえるかを経験することで教
える側の学びにもつながると思う。・短時間で長文を
読むことや内容を理解するために日々、繰り返しの学
びが大切。・様々な本と出会う１つの方法として、
ブックトークを取り入れてみるのはどうか。・教育を
共有していくという意味で家庭も含め会話の大切さな
どについて触れることは難しいだろうか。・前期に比
べて国語算数とも改善されており、取り組みが身を結
んでいる結果であると評価できる。・

8102%

令和5年度　学校評価表　

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

h
達
成
度

イ ロ
b 中期経営目標

・地域の課題はなにか，行政と連携して，課題を発見して解決していく過
程を総合的な学習の時間で行うことができれば，面白そうだと感じた。・
地域の方からの声掛けで児童の行動を評価する声が届くことで児童自身の
有用性を感じることができるのではないか。・校内・校外を問わず、自ら
行動を起こせる子になって欲しい。・ぐんぐんタイムや個別指導で地域の
方に入っていただき、子どもだけでなく地域の方の活力にも繋がっている
ように感じる。・地域ために活動する具体的な項目があると、子どもはわ
かりやすいのかもしれない。・日頃の挨拶などをすることも充分地域の人
との交流になっていることをしられてほしい。・公民館行事等の情報をコ
ドモンなどを利用する方法を提案していただいたので、それを利用させて
いただく事で地域の行事などに興味を持つことが増えるのではないか。・
子ども会の活動は児童が地域へ出ていく活動なので、今後この点をどう改
善するのか。または補完するのかは、学校だけではなく我々地域の人間も
真剣に考えないといけない課題である。・日常からの取り組みにより、地
域とつながることを意識するという視点には大いに賛成。

【結果】「地域のことが好き」と答える児童の割合
は、96％と8月末に比べて５ポイント高くなった。
また、「地域のために活動した。」と肯定的に答え
る児童の割合は、約７ポイント高くなった。
【成果】地域の方々との日々の交流の中で、地域の
事が好きと言える児童が多くなっている。
・地域のために活動することに喜びを感じられるよ
うになっているのではないか。
【課題】「地域のために活動した。」という項目に
おいて、月ごとにばらつきがあるので、安定して活
動したといえる児童になるように取り組む必要があ
る。

・継続して教員間での認識も共有できて来た。・学校が安
心・安全な場所であることが大切。児童同士のつながりを
密にし、お互いにサポートできる関係づくりを行って欲し
い。他己紹介で互いの良いところを紹介する様な取組みが
あってもよい。・言いやすい、話を聞いてくれるという関
係性は信頼感を育むので、地域にもどんどん広げてほし
い。・年齢によって向社会的行動の相手に変化があるだろ
うから、縦割り班での掃除のみの関わりだけでなく、運動
会や遊びの中での交流も期待する。・教師や保護者が内容
を共有し声掛けをしたり、さまざまな人とのかかわりをも
つ経験の中で、自己肯定感や児童間の相互評価をたかめて
いくのではないか。・アセスの結果「特に友人サポート」
の値が6ポイント改善されたとあるが、逆にあまり改善が見
られなかった項や下がった項があれば共有いただきたい。

107% A

アセスで全体的に低い項目は「学習的適
応」であった。「友達と関わって学習する
ことは楽しい」と答える児童が増えてきて
いることから，自分が出せる安心・安全な
環境を整えることで，学習適応を促進して
いくことをめざす。構成的グループエンカ
ウンターやソーシャルスキルトレーニング
を基本にして，児童間の人間関係を円滑に
していく取組は継続していく。
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「元気の良い挨拶」やちょっとした「ゴミ
拾い」などが地域のためになることを少し
ずつ意識できるようになってきているので
はないかと思う。また、本校職員が毎朝、
挨拶や学校周りの清掃を行っているのも良
い手本になっていると思う。自主的な活動
ではあるが、学校職員が児童の良い手本と
なれるように職員とともに考えていきた
い。

A 8

96.2％

85.4％

【結果】「友達と関わって学習・活動
するのは楽しい」では，1.6%上昇し
た。また，12月に行ったアセスでは，
友人サポートと向社会的スキルの値が
わずかに上昇した。特に友人サポート
の値は前回より6ポイント上昇してい
た。
【課題】構成的グループエンカウン
ターやスクールソーシャルスキル等の
成果が少しずつ出てきている。児童間
の相互評価や教員の肯定的評価を継続
して取り組むことにより，自己肯定感
や有用感をさらに高めていく。

様式1


